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究所に入所した。以来、 所でメキシコを担当している。特に詳しいのはメキシコ経済、なかでも企業家や企業の動向だ。 キシコの低開発の問題を経済の担い手である企業家と企業の特質から考えるというスタンスで研究を行ってきた。企業に研究の焦点を当て始めたのは、一九八四年からメキシコへ二年間派遣された時だ。メキシコでは地場の大手ビジネスグループへの聞 取り調査を行った。　
メキシコ滞在中に新聞や雑誌で
よく目にしたのがカルロス・スリムという新興企業家 名前だ 私のビジネスグ プ・リストにない名前だった。当時は対外債務危機の混乱期。経営不振に陥った企業を安値で買いた き、高値で売って利ざやを稼ぐハゲタカ企業







いても読むのは三人ぐらい、しかもそのうち一人はレフェリーだ、と冗談交じりでよく言われたものだ。それでも書く理由 、いい研究ならば残り、後世に誰かが読んでくれるとの暗黙 前提があったからだ。研究は先人が築き上げた知見の山に新しい何かを付け加える営為だ。その山は、一昔前までは言葉と国境の壁 守られていた。しかしインターネットが普及し、研究情報が を越えて飛び交うようになり、読者数も引用件数という形で立ちどころに把握できるようになると、暗黙の前提説得力を減じた。 対象の企業のみならずいまや研究者もグローバル競争にさらされる時代 った。しかしそれはラテンアメリカ
研究者にとって、悪いことばかりではないと私は思っている。　
地域研究は国益に敏感な学問
























ことが、企業の聞き取り調査を容易にしていると指摘された。彼は、メキシコ企業はメキシコ人研究者に対しては容易に聞き取り調査に応じてくれないという。もともと聞き取り調査は粘り強く交渉しないと、 もらえないものだ。企業へのアプローチの仕方や聞き取りに際しての作法は日本で学んだ。日本人ファクターのなかにそれも含める らば 彼の指摘は的を得ていると思う。　
別の一人は、メキシコのビジネ









としている。そう考える理由のひとつは日本の学界で進みつつある内なるグローバル化だ。学界の一角たるアジア経済研究所も外国人研究者、国外での学位取得者がゆっくりと、しかし確実にふえている。国境の壁に守られていた時代に蓄積された知見も、元をただせば欧米に蓄積され 知見 あったかもしれない しかし少 くも日本人の解釈というフィルターがあり、オリジナリティの源をこのフィルター部分に求めることができた。それがフィルター抜きで
新たな知見が蓄積される条件が生まれつつある。フィルターを欠いた知見の蓄積が地域研究のオリジナリティの源と りえるのか。その答はまだ出てい い。　
もうひとつの理由は、グローバ
ル対応に加え、少子化の進展で、知見を蓄積する場である大学が疲弊しつつあるようにみえるためだ。ある大学の先生 「ラテンアメリカ研究は構造不況業種ですね」と軽口をたたいたら、 「いいえ。私は絶滅危惧種と呼んでいます」という笑えない応えが返ってきた。大学が疲弊すれば、オリジナリティの源どころか、ラテンアメリカ研究のように若く、 者の数も少ない学問は研究者の再生産すらおぼつかなくなる。　
次なるオリジナリティの源を何
に求めるか。絶滅危惧種 ラテンアメリカ研究者が種の保存のために何をなすべき 暗中模索の最中だ。（ほしの
　
たえこ／アジア経済研究
所
　
ラテンアメリカ研究グループ）
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